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（
1
）

　
中
部
地
方
（
た
だ
し
、
新
潟
県
は
東
北
・
関
東
地
方
に
含
め
た
の
で
今
回
は

除
く
）
に
は
近
世
の
仏
塔
が
一
九
基
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
三
重
塔
一

二
基
、
五
重
塔
・
多
宝
塔
各
三
基
、
宝
塔
一
基
で
、
こ
れ
を
県
別
に
み
る
と
、

富
山
県
三
重
塔
一
基
、
石
川
県
五
重
塔
・
三
重
塔
各
一
基
、
長
野
県
三
重
塔
五

基
、
岐
阜
県
三
重
塔
三
基
、
静
岡
県
五
重
塔
・
三
重
塔
各
一
基
、
愛
知
県
五
重

塔
二
二
重
塔
・
宝
塔
各
一
基
、
多
宝
塔
三
基
と
な
る
。
福
井
・
山
梨
・
三
重
の

三
県
に
は
近
世
仏
塔
が
一
基
も
な
い
が
、
山
梨
県
に
は
身
延
山
久
遠
寺
（
南
巨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

摩
郡
身
延
町
）
に
か
つ
て
多
宝
塔
が
あ
り
、
三
重
県
に
も
旧
浄
瑠
璃
寺
（
上
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

市
）
に
三
重
塔
が
あ
っ
た
と
い
う
。
な
お
、
福
井
県
は
中
世
の
三
重
塔
な
ら
明

通
寺
三
重
塔

（文
永
七
年
く
一
二
七
〇
V
）
が
あ
る
。

　
各
塔
の
建
立
年
代
は
桃
山
時
代
が
一
基
、
江
戸
時
代
初
・
中
期
が
一
二
基
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

江
戸
時
代
後
・
末
期
が
六
基
で
、
比
較
的
近
世
前
半
の
も
の
が
多
い
。

　
以
上
の

遺
構
の
ほ
か
、
長
野
市
の
善
光
寺
に
は
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
の

年
紀
が

あ
る
五
重
塔
の
建
地
割
図
（
縮
尺
二
〇
分
の
一
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ

の

塔
は
計
画
さ
れ
た
だ
け
で
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
こ
の

図
の
塔
も
加
え
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

1



近世仏塔の意匠と構造（三）

　
塔
の

建
立
に
携
っ
た
工
匠
に
っ
い
て
み
る
と
、
木
工
大
工
名
の
判
明
す
る
塔

が

十
一
基
、
鋳
物
師
名
の
判
明
す
る
塔
が
五
基
あ
る
。
ま
ず
、
大
工
に
っ
い
て

は
、
加
賀
前
田
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
妙
成
寺
（
石
川
県
小
松
市
）
の
五
重
塔

（
元
和
四

年
∧
一
六
一
八
V
）
が
同
藩
の
大
工
頭
坂
上
越
後
の
手
に
な
っ
て
い

る
。
那
谷
寺
三
重
塔
（
石
川
県
小
松
市
・
寛
永
十
九
年
く
一
六
四
二
V
）
も
二

代
藩
主
前

田
利
常
が
造
営
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
氏
名
は
明
ら
か
で
な
い
も

の

の
、
お
そ
ら
く
同
じ
坂
上
か
山
上
が
関
係
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
善
光
寺
五
重

塔
は
信
濃
諏
訪
の
立
川
和
四
郎
冨
棟
（
立
川
流
初
代
）
の
設
計
で
あ
り
、
光
前

寺
三
重
塔
（
長
野
県
駒
が
根
市
・
文
化
五
年
∧
一
八
〇
八
V
）
は
二
代
目
立
川

和
四
郎
冨

昌
の
建
立
で
あ
る
。
立
川
和
四
郎
は
彫
物
を
得
意
と
す
る
大
工
と
し

て
、
当
時
信
濃
国
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
地
元
あ
る
い
は
同
国
の
大
工
が

建
て
た
塔
と
し
て
は
、
こ
の
ほ
か
に
信
濃
大
町
の
金
原
又
七
の
若
一
王
子
神
社

三
重
塔
（
長
野
県
大
町
市
・
宝
永
八
年
く
一
七
一
一
V
）
、
信
濃
北
尾
（
現
上
水

内
郡
小
川
村
）
の
松
本
孫
兵
衛
と
同
富
吉
（
同
）
の
大
久
保
勘
左
衛
門
の
高
山

寺

三
重
塔

（
長
野
県
上
水
内
郡
小
川
村
・
元
禄
十
一
年
く
一
六
九
八
V
）
佐
久

野
沢

（
現
佐
久

市
）
の
小
林
市
太
郎
他
二
名
の
貞
祥
寺
三
重
塔
（
長
野
県
佐
久

市
・
嘉
永
二
年
〈
一
八
四
九
〉
）
が
あ
る
。
若
一
王
子
神
社
三
重
塔
に
は
棟
梁

の

ほ

か
に
墨
棟
梁
金
原
作
助
の
名
が
み
え
る
。
墨
棟
梁
は
設
計
担
当
の
大
工
と

思
わ
れ

る
が
、
ほ
か
に
は
あ
ま
り
例
を
見
な
い
。
な
お
、
貞
祥
寺
三
重
塔
は
も

と
旧
神
光
寺
（
長
野
県
南
佐
久
郡
小
海
町
）
の
塔
で
、
明
治
三
年
に
貞
祥
寺
へ

移
さ
れ
た
。

　
他

国
の
大
工
が
建
て
た
塔
と
し
て
は
、
江
戸
の
中
野
市
右
衛
門
の
手
に
な
る

大
石
寺
五
重
塔

（
静

岡
県
富
士
宮
市
・
寛
延
二
年
く
一
七
四
九
V
）
、
近
江
顔

戸
村

（現
滋
賀
県
坂
田
郡
近
江
町
）
の
羽
渕
新
助
家
次
の
横
蔵
寺
三
重
塔
（
岐

阜
県
損
斐
郡
谷
汲
村
・
寛
文
三
年
く
一
六
六
三
V
）
が
あ
る
。
大
石
寺
五
重
塔

は
亀
山
藩
主
板
倉
勝
澄
の
寄
進
に
よ
り
造
営
さ
れ
た
も
の
で
、
何
故
に
江
戸
の

大
工
が

担
当
し
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
横
蔵
寺
三
重
塔
の
場
合
は
、
他
国

と
は
い
う
も
の
の
顔
戸
村
は
地
理
的
に
近
い
の
で
、
当
時
両
地
区
は
交
流
が
あ

っ

た

の

だ

ろ
う
。
興
正
寺
五
重
塔
（
名
古
屋
市
・
文
化
五
く
一
八
〇
八
∨
）
を

建
て
た
森
甚
六
、
国
分
寺
三
重
塔
（
岐
阜
県
高
山
市
・
文
政
三
∧
一
八
二
〇
V
）

を

建
て
た
水
間
相
模
も
地
元
の
大
工
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
し
い
こ

と
は
分
か
ら
な
い
。
ま
た
、
真
禅
院
三
重
塔
（
岐
阜
県
不
破
郡
垂
井
町
・
寛
永

二
十
年

∧
一
六
四
三
V
）
は
近
く
の
南
宮
神
社
に
建
て
ら
れ
た
塔
で
、
明
治
維

新
の
際
現
在
地
へ
移
さ
れ
た
。
幕
府
作
事
方
御
大
工
木
原
木
工
助
の
設
計
と
み

ら
れ
、
施
工
は
京
都
の
久
保
権
兵
衛
が
一
括
請
負
で
行
っ
て
い
る
が
、
久
保
権

兵
衛
が

木
工
大
工
な
の
か
否
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

　
つ
ぎ
に
、
相
輪
を
も
つ
塔
と
し
て
は
木
工
大
工
に
次
い
で
重
要
な
地
位
を
占

め

る
と
思
わ
れ
る
鋳
物
師
に
つ
い
て
み
よ
う
。
氏
名
の
判
明
す
る
塔
は
、
那
谷

寺
三
重
塔
が
自
国
加
賀
の
宮
崎
彦
九
郎
吉
綱
、
若
一
王
子
神
社
三
重
塔
が
自
国

松
本
の

小
野
吉
次

と
上
野
松
枝
正
成
、
高
山
寺
三
重
塔
が
越
後
高
田
の
土
肥
左

2



二　柱間寸法、柱長さその他

兵
衛
宅
次
、
油
山
寺
三
重
塔
（
静
岡
県
袋
井
市
・
慶
長
十
六
年
〈
一
六
＝
〉
）

が

山
城
三
条
の
早
川
長
兵
衛
光
政
、
国
分
寺
三
重
塔
が
越
中
高
岡
の
金
森
与
八

郎
正
治
で

あ
る
。
い
ま
一
つ
、
笠
覆
寺
多
宝
塔
（
名
古
屋
市
・
正
保
）
の
露
盤

銘
に

あ
る
尾
州
名
護
屋
の
大
工
藤
原
政
長
も
鋳
物
師
か
と
思
わ
れ
る
が
明
ら
か

　
　
（
5
）

で

な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
鋳
物
師
の
場
合
は
比
較
的
他
国
の
人
が
多
い
が
、
相

輪
や
高
欄
擬
宝
珠
な
ど
の
鋳
造
品
は
寸
法
さ
え
明
確
に
し
て
注
文
す
れ
ば
、
あ

と
は
製
品
を
取
付
け
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
工
事
現
場
に
常
駐
す
る
必
要
が
な

い

し
、
現
地
で
鋳
造
す
る
に
し
て
も
、
大
工
と
は
違
っ
て
短
期
間
の
滞
在
で
す

む
こ

と
も
一
因
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
国
分
寺
三
重
塔
の
場
合
は
現
地
へ
鋳
物
師

が

来
て

鋳
造

し
て
い
る
が
、
相
輪
を
四
十
日
位
い
で
鋳
終
っ
た
と
い
う
。

二
　
柱

間
寸
法
、
柱
長
さ
そ
の
他

ω
　
五
重
塔

　
三
基
の

遺
構

と
善
光
寺
古
図
の
あ
わ
せ
て
四
塔
に
つ
い
て
平
面
規
模
を
み
る

と
、
初
重
総
間
の
寸
法
は
善
光
寺
塔
が
二
六
・
一
尺
で
最
も
大
き
く
、
次
い
で

大
石
寺
塔
の
一
二
・
〇
九
尺
、
妙
成
寺
塔
の
一
六
・
○
尺
、
興
正
寺
塔
の
一

二
．

九
九
尺
の

順

と
な
る
。
こ
の
う
ち
、
妙
成
寺
塔
は
近
世
五
重
塔
の
標
準
的

な
規
模
で
あ
る
。
各
重
柱
間
の
枝
割
は
四
塔
ま
ち
ま
ち
で
、
代
表
的
な
木
割
書

で
あ
る
「
匠
明
」
と
同
じ
枝
割
を
も
っ
塔
は
な
い
が
、
妙
成
寺
塔
の
よ
う
に
、

初
重
を

中
央
間
一
二
枝
・
脇
間
一
〇
枝
と
し
て
二
重
以
上
は
各
間
で
一
枝
ず
つ

落

と
す
方
式
は
日
光
東
照
宮
五
重
塔
（
文
政
元
年
〈
一
八
一
八
〉
）
の
ほ
か
、

中
世
の
五
重
塔
遺
構
に
も
み
ら
れ
る
。
大
石
寺
塔
は
五
重
の
み
扇
垂
木
で
あ
る

が
、
五
重
の
柱
間
割
り
も
枝
割
に
よ
っ
て
い
る
の
は
通
例
の
と
お
り
で
、
二
重

以
上
を

扇
垂
木

と
し
て
い
る
本
門
寺
五
重
塔
（
東
京
・
慶
長
十
二
年
く
一
六
〇

七

V
）
と
寸
法
は
違
う
も
の
の
枝
割
は
各
重
同
一
で
あ
る
。
善
光
寺
塔
は
全
重

と
も
垂
木
が
描
か
れ
て
な
く
、
あ
る
い
は
板
軒
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
柱
間
の

割
付
け
は
枝
割
に
よ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
各
間
の
比
率
か
ら
表
一
の
よ
う

に
枝
割
を

推
定
し
た
。

　
上
重
に
お

け
る
柱
間
の
逓
減
は
、
妙
成
寺
・
大
石
寺
・
善
光
寺
の
三
塔
が
各

重
各
間

で
枝
数
を
一
枝
ず
つ
減
ら
し
て
い
る
が
、
初
重
の
枝
数
が
そ
れ
ぞ
れ
違

う
の
で
逓
減
率
も
異
な
り
、
五
重
総
間
／
初
重
総
聞
は
妙
成
寺
塔
が
○
・
六
二

五
で
最

も
逓
減
が
大
き
い
。
興
正
寺
塔
は
二
重
・
三
重
で
各
三
枝
、
四
重
・
五

重
で
各
二
枝
落
と
し
て
い
て
上
方
で
の
逓
減
が
少
く
、
五
重
総
間
／
初
重
総
間

は
○
．
六
九
と
な
り
、
逓
減
は
四
塔
中
最
も
少
な
い
。
　
「
匠
明
」
で
は
二
重
・

三
重
で
各
二
枝
、
四
重
五
重
で
各
三
枝
落
と
し
て
い
る
か
ら
、
逓
減
が
興
正
寺

塔

と
は
逆
の
傾
向
を
示
す
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
興
正
寺
塔
は
丸
桁
の
出
を
通
常
の
六
枝
で
は
な
く
、
各
重
と
も

七
枝

と
し
て
い
る
。
丸
桁
の
出
を
七
枝
と
す
る
例
は
興
福
寺
五
重
塔
（
奈
良
・

3



近世仏塔の意匠と構造（三）

応
永
三
十
三
年
く
一
四
二
六
∨
）
と
教
王
護
国
寺
塔
（
京
都
・
正
保
元
年
〈
一

六
四
四
〉
）
に
み
ら
れ
る
が
、
両
塔
と
も
最
大
級
の
規
模
を
も
つ
塔
で
あ
り
、

七
枝
と
す
る
の
は
初
重
～
三
重
だ
け
で
あ
る
。
興
正
寺
塔
の
よ
う
に
小
規
模
な

塔
が
各
重
七
枝
に
す
る
と
、
丸
桁
の
出
が
大
き
す
ぎ
て
や
や
均
衡
を
欠
く
き
ら

い
が
あ
る
。

②
　
三
重
塔

　

＝
一
基
の
平
面
規
模
を
み
る
と
、
初
重
総
間
は
九
尺
級
と
一
〇
尺
級
が
各
一

基
、
一
一
尺
級
と
一
五
尺
級
が
各
二
基
、
一
二
尺
級
と
一
四
尺
級
が
各
三
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

で
、
一
二
尺
級
以
下
が
七
基
と
な
り
小
規
模
な
も
の
が
多
い
。
初
重
の
枝
割
は

＝
尺
級
の
高
山
寺
塔
、
一
二
尺
級
の
横
蔵
寺
塔
・
真
楽
寺
塔
（
長
野
県
北
佐

久
郡
・
寛
延
二
く
一
七
四
九
V
）
、
　
一
四
尺
級
の
若
一
王
子
神
社
塔
・
日
石
寺

塔

（
富
山
県
中
新
川
郡
上
市
町
・
弘
化
二
く
一
八
四
五
V
）
の
五
塔
が
総
間
三

二
枝
・
中
央
間
／
脇
間
を
一
二
枝
／
一
〇
枝
と
し
て
い
る
が
、
　
こ
れ
は
五
重

塔
・
三
重
塔
と
も
規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
最
も
一
般
的
な
方
式
で
あ
る
。
こ
の

う
ち
、
日
石
寺
塔
は
全
重
扇
垂
木
で
あ
る
が
、
柱
間
の
割
付
け
は
枝
割
に
よ
っ

て

お

り
、
そ
の
こ
と
は
軒
支
輪
で
確
認
で
き
る
。
横
蔵
寺
・
若
一
王
子
神
社
両

塔
は
二
重
・
三
重
を
各
間
で
一
枝
落
ち
と
し
た
、
同
じ
枝
割
・
逓
減
に
な
っ
て

い
る
。

　
九
尺
級
の
貞
祥
寺
塔
と
一
一
尺
級
の
光
前
寺
塔
は
、
初
重
の
枝
割
が
総
間
三

四
枝
で
、
中
央
間
／
脇
間
を
そ
れ
ぞ
れ
一
六
枝
／
九
枝
、
一
四
枝
／
一
〇
枝
と

し
て
中
央
間
を
広
く
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
規
模
が
小
さ
い
た
め
と
く
に
中
央

間
を
広
げ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
貞
祥
寺
塔
の
一
六
枝
／
九
枝
は
多
宝
塔
な
ら
と

も
か
く
、
層
塔
と
し
て
は
他
に
例
を
み
な
い
枝
割
で
あ
る
。
両
塔
の
二
重
・
三

重
の
枝
割
は
同
じ
で
、
三
重
を
扇
垂
木
と
す
る
点
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
両

塔
は
小
規
模
な
割
に
枝
数
が
多
く
、
木
柄
の
小
さ
い
塔
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

ほ

か
の
塔
は
枝
割
が
ま
ち
ま
ち
で
、
同
じ
方
式
の
も
の
は
な
い
。
一
四
尺
級
の

国
分
寺
塔
は
初
重
を
中
央
間
一
二
枝
・
脇
間
八
枝
と
し
て
お
り
、
こ
れ
も
中
央

間
と
脇
間
の
差
が
大
き
い
。
一
五
尺
級
の
甚
目
寺
塔
（
愛
知
県
海
部
郡
甚
目
寺

町
・
寛
永
四
年
〈
一
六
二
七
〉
）
は
初
重
総
間
を
二
六
枝
と
し
、
二
重
・
三
重

は
各
間
で
一
枝
ず
っ
落
と
し
て
い
て
、
貞
祥
寺
・
光
前
寺
両
塔
と
は
反
対
に
木

柄
の
太
い
塔
と
な
っ
て
い
る
。

　
那
谷
寺
塔
は
全
重
扇
垂
木
で
あ
る
が
、
枝
割
を
推
定
し
て
み
る
と
、
初
重
が

総
聞

五
〇
枝
で
中
央
間
三
〇
枝
・
脇
間
一
〇
枝
、
二
重
が
総
間
二
六
枝
で
中
央

間
一
〇
枝
・
脇
間
八
枝
、
三
重
が
総
間
二
三
枝
で
中
央
間
九
枝
・
脇
間
七
枝
と

な
る
。
こ
れ
で
は
初
重
の
枝
数
が
多
す
ぎ
て
中
央
間
が
き
わ
め
て
広
く
、
二

重
・
三
重
と
の
逓
減
が
違
い
す
ぎ
て
、
他
の
塔
と
は
全
く
方
式
が
違
う
。
そ
こ

で
構
造
を

み

る
と
、
組
物
は
二
重
・
三
重
が
三
手
先
で
初
重
の
み
二
手
先
の
詰

組
に

な
っ
て
い
て
、
四
天
柱
上
に
も
出
組
の
組
物
を
お
い
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
初
重
の
側
回
り
を
裳
階
、
四
天
柱
回
り
を
本
屋
と
考
え
る
と
、
各
重
総
間

4



二　柱間寸法、柱長さその他

の
枝
割
は
三
〇
枝
（
本
屋
）
・
二
六
枝
・
二
三
枝
、
初
重
が
中
央
間
一
二
枝
・

脇
間
九
枝
と
な
り
、
一
般
的
な
塔
の
方
式
と
し
て
不
都
合
は
な
い
。

　
一
枝
の
寸
法
に
つ
い
て
は
、
油
山
寺
塔
を
除
く
と
各
重
で
異
な
る
塔
は
な
い

　
（
7
）

ら
し
い
。
油
山
寺
塔
の
一
枝
寸
法
は
、
初
重
が
四
寸
で
あ
る
の
に
対
し
て
二
重

が

三
寸
九
分

と
一
分
小
さ
く
、
扇
垂
木
の
三
重
は
一
枝
四
寸
で
総
間
を
決
め
て

か

ら
、
中
央
間
と
脇
間
は
一
〇
／
九
に
割
付
け
て
い
る
。
一
枝
寸
法
が
二
重
だ

け

な
ぜ
小
さ
い
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

　

つ
ぎ
に
、
見
え
掛
り
の
柱
長
さ
（
縁
上
～
台
輪
上
）
に
つ
い
て
み
る
と
、
初

重
で
は
総
間
寸
法
の

○
・
五
七
～
○
・
七
四
五
に
相
当
し
、
最
小
は
若
一
王
子

神
社
塔
、
最
大
は
横
蔵
寺
塔
で
あ
る
。
他
地
域
に
比
べ
る
と
や
や
大
き
い
数
値

を

示
す
塔
が
多
い
が
、
一
般
に
、
小
規
模
な
塔
は
大
き
な
数
値
と
な
る
（
初
重

軸
部
の
丈
が
高
い
）
こ
と
が
多
い
か
ら
、
小
規
模
な
塔
が
多
い
当
地
域
で
は
順

当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
二
重
の
柱
長
さ
は
初
重
柱
長
さ
の
○
・
二
四
五
～

○
・
四
六
に
相
当
す
る
が
、
最
小
の
那
谷
寺
塔
は
前
記
の
よ
う
に
や
や
特
異
な

形
式
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
除
く
と
○
・
三
七
～
○
・
四
六
と
な
る
。
他
地
域

の
塔

と
比
べ
る
と
こ
の
方
は
や
や
小
さ
目
の
数
値
と
い
え
る
が
、
初
重
の
柱
長

さ
が
総
間
寸
法
に
比
べ
て
少
し
大
き
目
で
あ
っ
た
か
ら
、
二
重
だ
け
で
考
え
る

と
ほ
ぼ
順
当
と
い
え
よ
う
か
。

　

組
物
の
寸
法
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
近
世
の
塔
で
は
各
重
を
同
一
と
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

の

が
多
く
、
こ
こ
で
も
す
べ
て
を
各
重
同
寸
と
す
る
の
が
八
塔
あ
る
。
た
だ

し
、
若
一
王
子
神
社
塔
は
枠
肘
木
の
成
が
他
の
肘
木
よ
り
少
し
高
い
。
そ
れ
に

対

し
て
、
最
も
古
い
油
山
寺
塔
だ
け
は
上
の
重
ほ
ど
小
さ
く
、
ま
た
、
光
前
寺

塔
は
大
斗
を
、
国
分
寺
塔
は
枠
肘
木
の
成
を
そ
れ
ぞ
れ
初
重
の
み
大
き
く
し
て

い
る
。

　
以

上
の

よ
う
に
、
五
重
塔
と
違
っ
て
三
重
塔
で
は
小
さ
い
せ
い
で
あ
ろ
う

か
、
中
央
間
を
特
に
広
く
す
る
例
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

③

多
宝
塔

　
三
基
の
愛
知
県
内
の
塔
の
う
ち
、
笠
覆
寺
塔
と
竜
泉
寺
塔
（
名
古
屋
市
・
江

戸
中
期
）
は
同
じ
規
模
の
中
型
の
多
宝
塔
で
、
下
重
総
間
が
一
六
尺
、
枝
割
は

総
間
四
四

枝
で
中
央
間
一
六
枝
・
脇
間
一
四
枝
と
な
る
。
長
谷
院
塔
（
愛
知
県

西
春

日
井
郡
新
川
町
・
江
戸
中
期
）
は
小
規
模
な
塔
で
、
下
重
総
間
を
一
〇
尺

と
し
中
央
間
と
脇
間
を
四
尺
と
三
尺
に
分
け
て
い
る
。
軒
は
吹
寄
垂
木
で
あ
る

が
繁
垂
木
を
想
定
す
る
と
、
中
央
間
一
二
枝
・
脇
間
九
枝
と
な
る
。
上
重
の
軸

部
直
径

は
、
笠
覆
寺
塔
が
八
・
二
尺
で
、
下
重
総
間
の
○
・
五
一
に
あ
た
り
、

遺
構
の

平
均
的
な

比
率
を
示
す
。
こ
の
塔
で
は
下
重
の
四
天
柱
と
同
じ
位
置
に

上
重
の
隅
柱
が
立
っ
て
い
る
か
ら
、
下
重
中
央
間
の
一
4
2
倍
が
上
重
直
径
と
な
る

が
、
こ
う
し
た
上
重
と
下
重
の
関
係
は
同
じ
愛
知
県
の
密
蔵
院
多
宝
塔
（
重
文
・

室
町
時
代
）
が
そ
う
で
あ
り
、
両
塔
は
構
造
や
様
式
手
法
が
よ
く
似
て
い
る
。

竜
泉
寺
塔
は
上
重
の
実
測
を
し
て
い
な
い
が
、
構
造
や
様
式
手
法
が
両
塔
に
似

5



近世仏塔の意匠と構造（三）

て

い

る
の
で
、
下
重
と
上
重
の
関
係
は
笠
覆
寺
塔
と
同
じ
か
も
し
れ
な
い
。

　
下
重
の

柱
長

さ
は
、
笠
覆
寺
・
竜
泉
寺
両
塔
が
総
間
の
○
・
五
七
、
長
谷
院

塔
が
○
・
六
二
と
な
る
。
こ
の
数
値
は
小
規
模
な
長
谷
院
塔
が
や
や
大
き
目
で

あ
る
こ
と
も
含
め
て
平
均
的
と
い
え
る
。

三
　
各
部
の
様
式
手
法

ω
　
五
重
塔

　
三
塔
の
う
ち
、
一
番
新
し
い
興
正
寺
塔
が
基
壇
上
に
あ
っ
て
初
重
に
縁
を
設

け
て

お

ら
ず
、
こ
の
点
で
は
古
式
と
い
え
る
。
様
式
は
妙
成
寺
塔
と
興
正
寺
塔

が
和
様
、
大
石
寺
塔
も
五
重
の
軒
を
扇
垂
木
と
す
る
ほ
か
は
和
様
で
あ
る
。
細

部
に

っ
い
て

み

る
と
、
三
塔
と
も
頭
貫
に
木
鼻
は
付
け
て
い
な
い
が
、
組
物
に

は
拳
鼻
を
入
れ
、
実
肘
木
に
絵
様
を
付
け
て
い
る
。
中
備
は
妙
成
寺
塔
が
各
重

各
間
と
も
擾
束
（
た
だ
し
、
四
重
・
五
重
の
脇
間
は
省
略
）
、
興
正
寺
塔
が
中

央
間
に
の
み
あ
っ
て
初
重
簑
束
、
二
～
五
重
擾
束
で
、
大
石
寺
塔
は
初
重
を
各

間
墓
股
、
二
～
五
重
を
各
間
簑
束
と
し
て
い
る
が
、
初
重
の
墓
股
は
近
世
の
塔

に
多
い
十
二
支
の
彫
刻
で
は
な
く
、
三
葉
葵
や
牡
丹
の
紋
章
の
彫
刻
を
入
れ
て

い

る
。
軒
支
輪
は
大
石
寺
塔
が
横
板
か
ら
造
り
出
し
の
菱
支
輪
、
妙
成
寺
塔
と

興
正
寺
塔
は
本
支
輪
で
あ
る
。
隅
木
下
の
持
送
は
妙
成
寺
塔
と
興
正
寺
塔
に
あ

り
、
興
正
寺
塔
は
簡
単
な
絵
様
を
付
け
た
だ
け
で
あ
る
が
、
妙
成
寺
塔
は
か
な

り
細
か
い
丸
彫
り
彫
刻
に
な
っ
て
い
る
。
大
石
寺
塔
で
は
二
重
以
上
の
台
輪
が

長
押
式
で
あ
り
、
同
塔
と
興
正
寺
塔
で
は
組
物
の
手
先
肘
木
が
面
戸
造
り
出
し

に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の

ほ

か
雑
作
で

は
、
妙
成
寺
塔
が
初
重
中
央
間
桟
唐
戸
の
嵌
板
に
花
鳥
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

人
物
等
の
浮
彫

り
彫
刻
を
入
れ
て
お
り
、
前
述
し
た
丸
彫
り
の
持
送
と
合
わ
せ

て
、
正
統
派
の
塔
に
少
し
装
飾
性
を
加
え
て
い
る
。
初
重
中
央
間
の
扉
は
大
石

寺
・
興
正
寺
両
塔
も
桟
唐
戸
で
、
大
石
寺
塔
は
塔
に
は
比
較
的
例
の
少
な
い
双

折
れ
と
し
、
興
正
寺
塔
は
嵌
板
に
三
葉
葵
の
透
彫
り
を
付
け
て
い
る
。
ま
た
、

興
正
寺
塔
で
は
高
欄
を
二
重
と
四
重
は
跳
高
欄
、
三
重
と
五
重
は
擬
宝
珠
高
欄

と
し
て
い
る
。
一
重
お
き
に
高
欄
の
形
式
を
変
え
る
の
は
、
建
立
当
初
か
ら
の

も
の
と
す
れ
ば
珍
し
い
例
で
あ
る
。

　
こ

の

よ
う
に
、
遺
構
の
三
塔
は
と
く
に
変
っ
た
と
こ
ろ
は
な
く
装
飾
性
も
少

な
い
が
、
古
図
に
み
る
善
光
寺
塔
は
特
異
な
手
法
を
も
ち
、
装
飾
性
豊
か
な
塔

で
あ
る
。
ま
ず
、
二
重
基
壇
上
に
建
つ
が
、
基
壇
に
直
接
高
欄
を
据
え
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

点
、
遺
構
に
は
例
が
な
い
。
軸
部
は
正
規
の
和
様
で
あ
る
が
、
組
物
は
大
斗
上

に
絵
様
肘
木
を

置
き
、
持
送
で
三
手
持
出
し
て
尾
垂
木
式
の
竜
頭
を
付
け
、
一

手
・
二
手
に
は
通
肘
木
を
通
し
て
い
る
。
絵
様
肘
木
や
持
送
に
は
波
や
雲
の
彫

刻
を

付
け
、
琵
琶
板
も
彫
刻
で
埋
め
て
い
る
。
軒
は
垂
木
が
描
か
れ
て
い
な
い

の

で
形
式
が

明
ら
か
で
な
い
が
、
彫
刻
付
の
板
軒
で
も
あ
ろ
う
か
。
初
重
の
四
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三　各部の様式手法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

面
に
軒
唐
破
を

付
け
て

い

る
の
は
塔
で
は
他
に
例
を
み
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、

善
光
寺
塔
は
彫
刻
を
得
意
と
し
、
複
雑
な
形
式
を
好
ん
だ
大
工
立
川
和
四
郎
の

面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
。

②
　
三
重
塔

　
様
式
に
つ
い
て
は
、
二
一
塔
の
う
ち
那
谷
寺
塔
が
全
体
を
禅
宗
様
と
す
る
ほ

か

は
、
日
石
寺
塔
が
全
重
扇
垂
木
、
油
山
寺
・
真
楽
寺
・
光
前
寺
・
貞
祥
寺
の

四
塔
が
三
重
の
み
扇
垂
木
と
す
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
和
様
と
い
え
る
。
頭
貫
に
木

鼻
を
付
け
る
の
は
禅
宗
様
の
那
谷
寺
塔
だ
け
し
か
な
い
。
日
石
寺
塔
の
軸
部
・

組
物
は
少
し
変
っ
て
い
て
、
各
重
と
も
側
柱
の
内
側
が
上
方
へ
延
び
、
頭
貫
は

な
く
て
台
輪
は
片
蓋
、
組
物
は
二
手
先
で
手
先
肘
木
・
尾
垂
木
が
側
柱
へ
差
し

止
め

ら
れ
て
い
る
。
那
谷
寺
塔
も
初
重
の
み
組
物
を
二
手
先
と
し
て
い
る
が
、

こ

れ
は
前
述
し
た
ご
と
く
、
初
重
を
裳
階
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ

う
。
拳
鼻
は
那
谷
寺
塔
の
ほ
か
真
禅
院
・
真
楽
寺
・
国
分
寺
・
日
石
寺
・
貞
祥

寺
の
五
塔
に
あ
る
。
尾
垂
木
は
横
蔵
寺
塔
の
初
重
が
絵
様
付
の
変
形
の
も
の

で
、
隅
の
二
重
尾
垂
木
も
初
重
が
竜
、
二
重
・
三
重
が
絵
様
付
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
光
前
寺
塔
で
は
平
の
尾
垂
木
が
水
平
材
か
ら
造
り
出
さ
れ
、
隅
行

尾
垂
木
は
竜

と
し
て
い
る
。
軒
支
輪
は
那
谷
寺
塔
が
板
支
輪
で
、
和
様
の
＝

塔
の
う
ち
、
光
前
寺
・
国
分
寺
・
貞
祥
寺
三
塔
が
彫
刻
付
板
支
輪
、
ほ
か
は
正

規
の
本
支
輪
で
あ
る
。
な
お
、
若
一
王
子
神
社
塔
で
は
大
斗
に
皿
を
付
け
て
い

る
。　

中
備
は
真
禅
院
・
若
一
王
子
神
社
両
塔
が
初
重
は
三
間
と
も
墓
股
、
横
蔵
寺

塔

も
現
在
は
中
央
間
が
彫
刻
に
替
っ
て
い
る
が
、
も
と
は
三
間
と
も
墓
股
で
あ

っ

た
の

だ
ろ

う
。
こ
の
う
ち
、
若
一
王
子
神
社
塔
は
墓
股
内
の
彫
刻
を
擬
人
化

し
た
十
二
支
と
し
て
い
る
。
光
前
寺
塔
は
各
重
各
間
に
丸
彫
り
彫
刻
を
入
れ
、

通
肘
木
上
に
斗
を
密
に
並
べ
て
い
る
。
真
楽
寺
・
国
分
寺
両
塔
は
初
重
が
中
央

間
墓
股
・
脇
間
援
束
、
二
重
・
三
重
が
擁
束
（
国
分
寺
塔
は
脇
間
省
略
）
で
あ

る
。
油
山
寺
塔
は
中
央
間
の
み
初
重
擾
束
、
二
重
・
三
重
が
簑
束
で
あ
る
が
、

三
重
の

簑
束
は
異
形
の
も
の
で
あ
り
、
二
重
は
各
面
で
意
匠
を
変
え
る
な
ど
、

多
彩
な
扱
い
で
あ
る
。
ま
た
、
隅
木
下
の
持
送
の
意
匠
も
初
重
・
二
重
で
は
各

面
が

異

な
る
。
こ
の
塔
は
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
に
着
工
し
て
十
七
年
後
の

慶
長
十
六
年
頃
竣
工
し
た
も
の
で
、
寸
法
や
意
匠
の
上
で
特
に
違
い
の
大
き
い

三
重

は
、
初
重
．
二
重
と
大
工
が
別
人
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
日
石
寺
塔
は
各

重
各
間
に
援
束
を
、
甚
目
寺
塔
は
初
重
中
央
間
に
の
み
援
束
を
入
れ
て
い
る
。

高
山
寺
．
貞
祥
寺
両
塔
は
全
く
中
備
を
置
か
な
い
。
禅
宗
様
の
那
谷
寺
塔
は
初

重
中
央
間
の
み
詰
組
と
し
、
初
重
の
各
間
（
詰
組
の
間
に
も
）
と
二
重
・
三
重

の
中
央
間
に
は
簑
束
を
入
れ
て
い
る
。

　
つ
ぎ
に
、
柱
間
装
置
そ
の
他
に
つ
い
て
み
る
と
、
甚
目
寺
・
真
禅
院
両
塔
は

各
重
各
間

と
も
中
央
間
板
扉
・
脇
間
板
壁
と
す
る
正
規
の
手
法
を
守
っ
て
い

る
。
両
塔
の
う
ち
真
禅
院
塔
の
方
は
、
前
記
の
よ
う
に
墓
股
や
拳
鼻
が
あ
り
、

7



近世仏塔の意匠と構造（三）

隅
木
下
に
は
雲
文

を
彫
っ
た
持
送
を
入
れ
て
い
て
い
く
ら
か
装
飾
性
を
加
え
て

い

る
が
、
甚
目
寺
塔
は
装
飾
的
な
部
材
は
全
く
な
い
。
油
山
寺
塔
は
初
重
中
央

間
の
み
桟
唐
戸
と
す
る
ほ
か
は
す
べ
て
板
壁
で
あ
る
。

　
禅
宗
様
の
那
谷
寺
塔
は
初
重
の
柱
間
装
置
を
中
央
間
桟
唐
戸
・
脇
間
板
壁
と

し
、
扉
の
嵌
板
を
は
じ
め
脇
間
壁
板
、
内
法
小
壁
等
全
面
に
菊
・
菊
水
（
扉
）
・

獅
子
に
牡
丹

（
壁
板
）
・
牡
丹
（
小
壁
）
等
の
浮
彫
り
彫
刻
を
施
し
て
お
り
、

き
わ
め
て
装
飾
性
に
富
ん
で
い
る
。
禅
宗
様
と
和
様
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、

浮
彫

り
彫
刻
を
付
け
る
点
で
妙
成
寺
五
重
塔
と
似
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
同
じ
加

賀
藩
の
造
営
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
妙
成
寺
塔
と
同
じ
阪
上
ま
た
は
山
上
一
族
の

大
工
が
建
て
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
貞
祥
寺
塔
は
初
重
が
中
央
間
桟
唐
戸
で

脇
間
は
枢
を
回
し
て
浮
彫
り
彫
刻
を
施
し
た
板
を
嵌
め
、
二
重
二
二
重
は
中
央

間
板
扉
・
脇
間
板
壁
と
し
て
い
る
。

　
以

上
五
塔
は
柱
間
装
置
が
四
面
と
も
同
じ
で
あ
る
が
、
以
下
の
六
塔
は
四
面

同
じ
で
は
な
く
、
柱
間
装
置
に
よ
っ
て
正
面
が
決
ま
る
こ
と
に
な
る
。
高
山
寺

塔
は
初
重
は
四
面
と
も
中
央
間
桟
唐
戸
・
脇
間
板
壁
で
あ
る
が
、
二
重
・
三
重

は

正
面
に

あ
た
る
西
面
の
み
中
央
間
板
扉
・
脇
間
板
壁
、
ほ
か
三
面
は
中
央
間

も
板
壁
と
し
て
い
る
。
残
る
五
塔
は
初
重
も
違
っ
て
い
て
、
光
前
寺
・
国
分
寺

の

二
塔
は
背
面
の
み
、
若
一
王
子
神
社
塔
は
正
面
の
み
が
異
り
、
横
蔵
寺
・
真

楽
寺
両
塔
は
正
面
・
側
面
・
背
面
が
そ
れ
ぞ
れ
異
る
。
光
前
寺
塔
は
初
重
の
正

面
．
側
面
が
中
央
間
桟
唐
戸
・
脇
間
連
子
窓
、
背
面
（
南
面
）
が
中
央
間
板

　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

扉
・
脇
間
板
壁
で
、
二
重
・
三
重
は
四
面
と
も
中
央
間
板
扉
・
脇
間
板
壁
と
す

る
も
の
の
、
背
面
の
板
扉
に
は
幣
軸
を
付
け
て
い
な
い
。
こ
の
塔
は
前
述
し
た

よ
う
に
組
物
で
は
琵
琶
板
を
彫
刻
で
充
填
し
、
一
部
に
竜
の
尾
垂
木
を
用
い
、

軒
支
輪

を
彫
刻
付
板
支
輪
と
す
る
な
ど
装
飾
性
に
富
む
が
、
同
じ
立
川
流
の
初

代
和
四
郎
が
設
計
し
た
善
光
寺
五
重
塔
ほ
ど
変
っ
た
と
こ
ろ
は
な
い
。
国
分
寺

塔
は
ほ
ぼ
伝
統
的
な
手
法
に
な
る
塔
で
あ
る
が
、
初
重
の
柱
間
装
置
で
は
正
側

面
を
中
央
間
板
扉
・
脇
間
連
子
窓
と
正
規
の
構
え
に
し
な
が
ら
、
背
面
（
東

面
）
だ
け
は
腰
長
押
を
通
し
て
中
央
間
板
壁
．
脇
間
連
子
窓
と
し
て
伝
統
性
を

く
ず
し
て
い
る
。
二
重
・
三
重
は
各
間
と
も
板
壁
で
あ
る
。
若
一
王
子
神
社
塔

は
初
重
の

中
央
間
を
各
面
と
も
桟
唐
戸
と
す
る
も
の
の
、
脇
間
は
正
面
に
あ
た

る
西
面
の
み
連
子
窓
、
ほ
か
三
面
は
額
縁
付
板
壁
と
し
て
い
る
。
二
重
・
三
重

は
各
面

と
も
中
央
間
板
扉
・
脇
間
板
壁
で
あ
る
。
こ
の
塔
は
比
較
的
木
柄
が
太

く
、
ほ
ぼ
正
統
派
の
塔
と
い
え
る
。
横
蔵
寺
塔
は
初
重
の
正
面
の
み
中
央
間
幣

軸
付
板
扉
・
脇
間
連
子
窓
と
正
規
の
構
え
で
あ
る
が
、
側
面
は
中
央
間
を
中
敷

居
付
幣
軸
な
し
の
板
扉
、
背
面
は
中
央
間
火
灯
窓
・
脇
間
板
扉
と
す
る
な
ど
、

正
規
の

扱

い
で
は

な
い
。
こ
の
塔
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
異
形
の
尾
垂
木
を
入

れ

る
な
ど
組
物
に
も
変
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
真
楽
寺
塔
も
初
重
は
正
面
が
中

央
間
桟
唐
戸
・
脇
間
連
子
窓
、
側
面
は
中
央
間
連
子
窓
・
脇
間
板
壁
、
背
面
は

各
間
板
壁
で
、
二
重
・
三
重
は
正
面
・
側
面
が
中
央
間
板
扉
・
脇
間
板
壁
、
背

面
各
間
板
壁
と
な
っ
て
い
る
。
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四　内部の状況と組上構造

　
な
お
、
日
石
寺
塔
は
未
完
成
で
柱
間
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
柱
そ

の
他
に

み

ら
れ
る
仕
口
か
ら
、
四
面
各
重
と
も
中
央
間
扉
・
脇
間
窓
と
す
る
予

定
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
三
重
塔
で
は
柱
間
装
置
の
形
式
を
変
え
て
正
面
性
を
明
確
に

し
た
も
の
が
多
い
。

③

多
宝
塔

　
笠
覆
寺
塔

と
竜
泉
寺
塔
は
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
下
重
の
規
模
・
枝
割
が

ほ

と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
が
、
軸
部
・
組
物
・
軒
な
ど
各
部
の
形
式
も
同
様
で
あ

る
。
軸
部
は
下
重
の
柱
上
部
に
綜
を
付
け
、
腰
長
押
・
内
法
長
押
は
設
け
ず
、

頭
貫
・
台
輪
に
木
鼻
を
付
け
た
ほ
ぼ
禅
宗
様
の
も
の
で
、
柱
間
装
置
は
各
面
と

も
中
央
間
桟
唐
戸
・
脇
間
連
子
窓
で
あ
る
。
上
重
も
綜
付
の
柱
に
長
押
は
設
け

ず
、
中
央
間
は
桟
唐
戸
を
藁
座
で
釣
り
込
ん
で
い
る
。
組
物
も
ほ
ぼ
禅
宗
様

で
、
下
重
出
組
・
上
重
四
手
先
と
し
、
下
重
で
は
壁
付
に
禅
宗
様
系
の
長
手
肘

木
を

入

れ
、
上
重
は
壁
付
・
二
手
・
三
手
の
肘
木
上
に
絵
様
肘
木
を
入
れ
、
隅

行
手
先
肘
木
下
に

は
持
送
を

設
け
て

い

る
。
下
重
の
中
備
に
は
三
間
と
も
墓
股

を

お

く
。
細
部
の
意
匠
等
は
両
塔
で
少
し
違
っ
て
い
て
、
上
重
の
脇
間
板
壁
に

笠
覆
寺
塔
は
格
狭
間
形
の
彫
刻
を
付
け
る
の
に
対
し
、
竜
泉
寺
塔
は
連
子
を
造

り
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
組
物
で
は
竜
泉
寺
塔
は
下
重
墓
股
に
絵
様
肘
木
を
入

れ
て

お

り
、
笠
覆
寺
塔
は
上
重
の
軒
天
井
・
軒
支
輪
板
に
菱
繋
ぎ
等
の
地
紋
彫

り
を
付
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
両
塔
は
き
わ
め
て
よ
く
似
て
お
り
、
建
立

年
代
に
は
少
し
差
が
あ
る
も
の
の
、
お
そ
ら
く
同
系
統
の
大
工
の
手
に
な
っ
た

の

で
あ
ろ
う
。
愛
知
県
内
で
は
室
町
時
代
建
立
の
密
蔵
院
多
宝
塔
（
重
文
・
春

日
井
市
）
が
両
塔
と
よ
く
似
た
ほ
ぼ
禅
宗
様
の
様
式
手
法
を
も
っ
て
い
る
。

　
長
谷
院
塔
も
下
重
の
軸
部
は
禅
宗
様
系
で
前
記
二
塔
と
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る

が
、
組
物
や
軒
は
全
く
違
っ
て
特
異
な
手
法
を
も
つ
。
す
な
わ
ち
、
下
重
の
組

物
は
大
斗
肘
木
、
軒
は
一
軒
吹
寄
垂
木
、
上
重
は
組
物
が
四
手
先
、
軒
が
一
軒

扇
垂
木
で
、
と
く
に
上
重
組
物
は
正
規
の
四
手
先
で
は
な
く
、
二
手
ま
で
は
肘

木
で
持
出
し
、
三
手
・
四
手
は
一
木
の
大
き
な
持
送
状
の
絵
様
肘
木
と
し
、
そ

の
先
端
に
斗
を
一
個
お
い
て
丸
桁
・
実
肘
木
を
支
持
し
て
い
る
。
柱
間
装
置
は

正
側
面
三
方
が
中
央
間
桟
唐
戸
・
脇
間
連
子
窓
で
、
背
面
は
三
間
と
も
板
壁
で

あ
る
。

　
以

上
の

よ
う
に
、
愛
知
県
の
三
塔
は
禅
宗
様
の
手
法
が
混
っ
て
い
る
ほ
か
、

長
谷
寺
塔
は
特
異
な
形
式
を
も
っ
て
い
る
。

四
　
内
部
の
状
況
と
組
上
構
造

ω
　
五
重
塔

妙
成
寺
塔
の
初
重
内
部
は
心
礎
上
に
立
つ
心
柱
の
四
面
を
板
で
囲
い
、
細
い
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近世仏塔の意匠と構造（三）

四
天
柱
を

立
て

て

禅
宗
様
の
頭
貫
・
台
輪
を
組
み
、
三
斗
を
置
い
て
琵
琶
板
は

牡
丹
唐
草
の
浮
彫
で
埋
め
て
い
る
。
四
天
柱
間
に
は
禅
宗
様
の
須
弥
壇
を
構
え

て

釈
迦
・
多
宝
の
二
仏
を
安
置
し
、
天
井
は
和
様
の
小
組
格
天
井
を
張
る
。
こ

の

よ
う
に
、
内
部
は
伝
統
的
な
和
様
の
手
法
に
な
る
外
部
と
は
か
な
り
雰
囲
気

が

違
う
。
二
重
以
上
の
組
上
構
造
は
下
重
の
地
垂
木
・
隅
木
上
に
盤
を
置
い
て

柱
を

立
て

る
、
伝
統
的
な
積
上
げ
方
式
で
あ
る
。

　
大
石
寺
塔
は
心
柱
を
心
礎
上
に
立
て
、
四
天
柱
間
の
側
面
と
背
面
を
板
で
囲

い
、
須
弥
壇
を
構
え
て
板
曼
茶
羅
を
祀
り
、
天
井
に
は
鏡
天
井
を
張
っ
て
い

る
。
二
重
以
上
は
下
重
繋
肘
木
上
に
盤
を
置
い
て
側
柱
・
四
天
柱
を
立
て
る
方

式
で
、
側
隅
柱
だ
け
は
下
重
隅
木
上
に
組
ん
だ
盤
（
両
側
の
平
柱
に
差
し
止
め

る
）
上
に
立
つ
。
し
た
が
っ
て
、
下
重
の
隅
木
・
尾
垂
木
は
尻
が
四
天
柱
に
差

し
止
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
興
正
寺
塔

も
心
柱
は
心
礎
上
に
立
っ
て
四
面
を
板
で
囲
い
、
四
天
柱
間
に
須

弥
壇
を

設

け
、
隅
行
方
向
に
来
迎
壁
を
張
り
、
四
仏
を
祀
っ
て
い
る
。
床
は
土

間
で
、
天
井
は
折
上
格
天
井
と
す
る
。
二
重
以
上
は
側
柱
・
四
天
柱
と
も
下
重

の

地
垂
木
・
隅
木
上
の
柱
盤
に
立
つ
が
、
こ
の
柱
盤
は
真
桁
及
び
繋
肘
木
上
に

盤
を

置
い
て
束
立
ち
で
支
持
さ
れ
て
お
り
、
隅
木
・
尾
垂
木
は
四
天
柱
下
の
束

に
差

し
止
め
ら
れ
て
い
る
。
手
先
肘
木
尻
が
完
全
な
繋
肘
木
と
な
る
の
は
上
二

丁
だ
け

で
、
下
二
丁
は
四
天
柱
で
止
ま
る
。
こ
の
繋
肘
木
は
側
柱
・
四
天
柱
間

で
縦
に
長
い
貫
を
通
し
、
鼻
栓
を
打
っ
て
締
め
付
け
て
い
る
。
興
正
寺
は
貞
享

五
年

（
一
六
八

六
）
に
開
創
さ
れ
た
新
し
い
寺
院
で
、
幕
末
に
建
立
さ
れ
た
塔

も
相
輪
が
特
に
短
く
時
代
相
応
の
比
例
を
示
し
て
い
る
が
、
初
重
に
縁
や
床
板

を

設
け
な
い
こ
と
や
組
上
構
造
な
ど
に
は
古
風
な
点
も
み
ら
れ
る
。

　
善
光
寺
塔
に
つ
い
て
は
、
古
図
が
立
面
だ
け
し
か
描
い
て
い
な
い
の
で
、
内

部
の

こ
と
は
分
か
ら
な
い
。

②
　
三
重
塔

　
三
重
塔
の
遺
構
を
み
る
と
、
平
安
時
代
末
期
以
降
心
柱
は
初
重
天
井
上
に
立

て

る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
日
石
寺
塔
で
は
心
柱
が
心
礎
上
に
立
て
ら
れ
て
い

て
、
き
わ
め
て
珍
し
い
例
と
い
え
る
。
四
天
柱
に
つ
い
て
は
、
前
二
本
を
省
略

し
て
来
迎
柱
だ
け
と
す
る
の
は
高
山
寺
・
真
楽
寺
両
塔
だ
け
で
、
他
の
一
〇
塔

は
四
天
柱
が
揃
っ
て
い
る
。
来
迎
柱
だ
け
の
例
は
中
世
後
期
の
遺
構
に
多
く
、

近
世
に

な
っ
て
四
天
柱
の
揃
う
例
が
多
い
の
は
他
の
地
域
で
も
同
様
で
あ
る
。

来
迎
柱
の
二
塔
は
い
ず
れ
も
仏
壇
回
り
の
構
え
が
通
常
と
は
変
っ
て
い
て
、
高

山
寺
塔
で
は
来
迎
柱
上
部
に
蓮
弁
を
設
け
、
須
弥
壇
が
柱
よ
り
横
に
張
り
出
し

て

い

る
。
須
弥
壇
の
幅
が
広
い
の
は
、
本
尊
の
釈
迦
・
阿
弥
陀
・
大
日
の
三
仏

を
横
一
列
に
安
置
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
真
楽
寺
塔
は
来
迎
柱
間
に
虹
梁
、

来
迎
柱
側
柱
間
に
繋
ぎ
材
を
入
れ
、
来
迎
柱
の
奥
に
大
日
如
来
を
納
め
た
厨
子

を

安
置
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
仏
壇
回
り
を
仏
堂
と
同
じ
よ
う
な
構
え
と

す

る
塔
は
例
が
少
く
、
ほ
か
に
は
福
島
県
の
隠
津
島
神
社
三
重
塔
（
延
宝
二
年
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四　内部の状況と組上構造

〈
一
六
七
四
V
）
と
安
洞
院
多
宝
塔
（
文
化
九
年
〈
一
八
一
二
〉
）
ぐ
ら
い
し

か
な
い
。

　
四
天
柱
の
揃
う
一
〇
塔
の
う
ち
、
那
谷
寺
・
若
一
王
子
神
社
・
光
前
寺
・
貞

祥
寺

と
日
石
寺
の
五
塔
は
来
迎
壁
が
な
く
、
残
る
五
塔
は
来
迎
壁
を
設
け
て
い

る
。
禅
宗
様
の
那
谷
寺
塔
は
初
重
内
部
も
ほ
ぼ
禅
宗
様
で
造
ら
れ
て
お
り
、
四

天
柱
に
頭
貫
・
台
輪
を
組
ん
で
出
組
の
組
物
を
詰
組
と
し
、
側
柱
と
は
海
老
虹

梁
で
繋
ぎ
、
床
は
石
敷
で
天
井
は
側
回
り
を
化
粧
屋
根
裏
、
四
天
柱
内
を
小
組

格
天
井
と
し
て
い
る
。
須
弥
壇
は
設
け
ず
、
台
を
置
い
て
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来

を

安
置

し
て
い
る
。
若
一
王
子
神
社
・
光
前
寺
両
塔
は
四
天
柱
に
須
弥
壇
（
若

一
王
子
神
社
塔
は
禅
宗
様
）
を
設
け
、
と
も
に
大
日
五
仏
を
祀
る
。
天
井
は
若

一
王
子
神
社
塔
が

折
上
格
天
井
、
光
前
寺
塔
が
鏡
天
井
で
あ
る
。
貞
祥
寺
塔
は

四
天
柱
内
に
禅
宗
様
の
須
弥
壇
を
置
い
て
地
蔵
菩
薩
を
安
置
し
、
天
井
は
側
回

り
格
天
井
、
四
天
柱
内
鏡
天
井
と
し
て
い
る
。
日
石
寺
塔
は
未
完
成
で
は
あ
る

が
、
四
天
柱
と
側
柱
を
内
法
貫
で
繋
ぎ
、
四
天
柱
間
に
は
虹
梁
と
腰
貫
を
入
れ

て

い

る
こ
と
か
ら
、
天
井
・
仏
壇
を
設
け
る
計
画
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
側
柱
・
四
天
柱
と
も
土
台
上
に
立
て
ら
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
土
台
上

に

床
を

張

る
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
心
柱
が
通
っ
て
い
る
こ
と
と
四
天

柱
に
板
決
り
が
な
い
こ
と
か
ら
、
来
迎
壁
は
設
け
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

　
来
迎
壁
の

あ
る
五
塔
の
う
ち
、
甚
目
寺
塔
は
外
部
と
同
じ
く
内
部
も
和
様
の

正
規
の

造

り
で
、
四
天
柱
内
に
格
狭
間
付
の
須
弥
壇
を
設
け
て
愛
染
明
王
を
安

置

し
、
折
上
小
組
格
天
井
を
張
っ
て
い
る
。
国
分
寺
塔
は
四
天
柱
間
に
低
い
壇

を

造

り
、
後
ろ
寄
り
に
禅
宗
様
仏
壇
を
構
え
て
大
日
如
来
を
安
置
し
て
お
り
、

天
井
は
鏡
天
井
を

張

る
。
油
山
寺
・
真
禅
院
・
横
蔵
寺
三
塔
は
後
ろ
寄
り
に
須

弥
壇
を

構

え
（
真
禅
院
塔
は
禅
宗
様
）
、
そ
れ
ぞ
れ
大
日
如
来
を
安
置
し
て
い

る
。
油
山
寺
塔
は
天
井
が
少
し
変
っ
て
い
て
、
側
回
り
は
格
天
井
で
あ
る
が
四

天
柱
内
は
輪
垂
木
天
井
で
あ
る
。
真
禅
院
塔
は
折
上
げ
小
組
格
天
井
を
張
っ
て

お

り
、
須
弥
壇
を
禅
宗
様
と
す
る
も
の
の
お
お
む
ね
正
統
派
の
造
り
と
い
え

る
。
横
蔵
寺
塔
は
側
回
り
が
折
上
格
天
井
、
四
天
柱
内
が
折
上
小
組
格
天
井
で

あ
る
。

　
二
重
以
上

は
、
国
分
寺
塔
で
は
各
重
に
梯
子
を
設
け
、
床
を
張
り
仏
壇
を
構

え
て
お
り
、
高
山
寺
塔
で
も
初
重
か
ら
二
重
へ
は
梯
子
を
掛
け
、
二
重
に
簡
単

な
床
を
張
っ
て
い
る
。
日
石
寺
塔
も
二
重
・
三
重
に
簡
単
な
床
を
張
り
、
四
天

柱
を

丸
く
仕
上
げ
て
柱
間
に
虹
梁
と
腰
貫
が
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
仏
壇
を

設
け
る
計
画
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

つ
ぎ
に
、
組
上
構
造
に
つ
い
て
み
る
と
、
伝
統
的
な
積
上
げ
方
式
を
と
る
の

は
甚
目
寺
塔
だ
け
で
、
ほ
か
は
油
山
寺
・
国
分
寺
両
塔
が
こ
れ
に
近
い
。
油
山

寺
塔
は
繋
肘
木
上
に
四
天
柱
と
同
じ
太
い
束
を
立
て
て
尾
垂
木
尻
を
こ
れ
に
差

し
止
め
、
そ
の
上
に
隅
木
・
地
垂
木
掛
を
お
き
、
盤
を
お
い
て
四
天
柱
を
立
て

て

い

る
。
側
柱
は
地
垂
木
上
の
柱
盤
に
立
つ
。
国
分
寺
塔
は
側
柱
の
内
部
の
髪

太
を

延
ば

し
て
繋
肘
木
を
輪
薙
ぎ
込
ま
せ
、
四
天
柱
は
上
方
へ
延
び
て
地
垂
木

1
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近世仏塔の意匠と構造（三）

掛
を

受
け
、
繋
肘
木
を
差
し
通
し
、
尾
垂
木
を
差
し
止
め
て
い
る
。
横
蔵
寺
塔

は
十
分

な
調
査
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
国
分
寺
塔
と
似
た
方
式
か
と
思
わ
れ

る
。

　
真
禅
院
塔
は
側
柱
が
地
垂
木
・
隅
木
上
の
柱
盤
に
立
ち
、
四
天
柱
は
繋
肘
木

上
の

柱
盤
に

立
つ
折
衷
方
式
で
あ
る
。
真
楽
寺
塔
も
こ
の
方
式
に
入
る
が
、
手

先
肘
木
が
繋
肘
木
と
な
る
の
は
一
段
だ
け
で
、
桁
行
と
梁
間
を
背
違
い
に
通
し

て

い

る
。
若
一
王
子
神
社
塔
も
四
天
柱
は
繋
肘
木
上
に
立
つ
が
、
側
柱
は
隅
柱

の

み
隅
木
上
に

立

ち
、
平
柱
は
尾
垂
木
上
に
盤
を
お
い
て
立
つ
。
こ
れ
ら
三
塔

で

は
、
尾
垂
木
・
隅
木
の
尻
は
四
天
柱
へ
差
し
止
め
ら
れ
て
い
る
。

　
光
前
寺
塔

と
貞
祥
寺
塔
は
よ
く
似
た
方
式
で
、
側
柱
が
立
つ
柱
盤
は
隅
木
上

に

あ
る
と
同
時
に
下
の
大
梁
（
丸
桁
桔
と
も
な
る
）
か
ら
束
を
立
て
て
支
持
さ

れ
て

い

る
。
一
方
、
四
天
柱
は
下
重
の
大
梁
上
に
立
ち
、
柱
天
に
大
梁
を
の
せ

て

い

る
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
櫓
方
式
で
あ
る
。
手
先
肘
木
尻
は
四
天
柱
に
差
し
止

め

ら
れ
て
繋
肘
木
と
は
な
ら
ず
、
尾
垂
木
・
隅
木
尻
も
四
天
柱
に
差
し
止
め
ら

れ

る
。
た
だ
し
、
光
前
寺
塔
で
は
尾
垂
木
が
三
段
目
の
手
先
肘
木
か
ら
造
り
出

さ
れ
て
い
る
点
が
少
し
違
う
。
ま
た
、
同
塔
で
は
平
に
入
る
桔
木
の
尻
を
四
天

柱
に
差
し
止
め
る
点
が
変
っ
て
い
る
。

　
那
谷
寺
塔
は
少
し
変
っ
た
方
式
で
、
二
重
で
は
側
柱
を
初
重
四
天
柱
組
物
上

に

置
い
た

盤
上
に

立

て
、
四
天
柱
は
側
柱
盤
上
に
渡
し
た
柱
盤
に
立
て
て
柱
天

に
繋
肘
木
を
の
せ
、
三
重
で
は
側
柱
が
尾
垂
木
上
に
置
い
た
柱
盤
に
立
ち
、
四

天
柱
は

二
重
四

天
柱

と
同
じ
位
置
に
繋
肘
木
を
は
さ
ん
で
立
っ
て
い
る
。
日
石

寺
塔
も
ま
た
変
っ
て
い
て
、
側
柱
は
下
重
地
垂
木
上
柱
盤
に
立
つ
が
内
方
半
分

が

上
方
へ
延
び
て
真
桁
を
支
持
し
、
壁
付
の
斗
棋
は
す
べ
て
片
蓋
と
な
り
、
手

先
肘
木
は
柱
へ
柄
差
し
鼻
栓
止
め
と
な
っ
て
い
る
。
隅
木
上
に
立
つ
四
天
柱
も

上
方
へ
延
び
て
垂
木
掛
を
柱
天
に
お
く
。
隅
木
は
心
柱
へ
差
し
止
め
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
き
わ
め
て
珍
し
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
地
域
の
組
上
構
造
は
変
っ
た
方
式
が
多
い
と
い
え

る
。

③
多
宝
塔

　
笠
覆
寺
塔
の
下
重
内
部
は
、
四
天
柱
に
頭
貫
を
組
み
大
斗
を
置
い
て
桁
を
の

せ
、
内
法
位
置
に
は
正
側
面
三
方
に
虹
梁
を
入
れ
、
来
迎
壁
・
須
弥
壇
を
設
け

て

大

日
如
来
を
安
置
し
て
い
る
。
側
柱
の
組
物
と
四
天
柱
と
は
海
老
虹
梁
で
繋

ぎ
、
側
回
り
を
化
粧
屋
根
裏
、
四
天
柱
内
は
小
組
格
天
井
と
す
る
。
四
天
柱
桁

の

上
に
は

大
梁
を

井
桁
に
組
み
、
組
手
真
に
上
重
の
側
隅
柱
を
立
て
、
そ
の
外

側
に
盤
を
お
い
て
平
柱
各
二
本
を
立
て
て
い
る
。
上
重
に
四
天
柱
は
な
い
。
同

塔
の
構
造
形
式
は
全
体
に
わ
た
っ
て
密
蔵
院
多
宝
塔
に
よ
く
似
て
い
る
が
、
密

蔵
院
塔
で
は
四
天
柱
が

上

へ
延
び
て

そ

の

上
に
直
接
上
重
隅
柱
の
立
つ
点
だ
け

　
（
1
3
）

が
異

る
。
竜
泉
寺
塔
の
下
重
内
部
も
笠
覆
寺
塔
と
似
て
い
て
、
四
天
柱
を
立
て

て

来
迎
壁
・
須
弥
壇
を
設
け
、
側
回
り
と
海
老
虹
梁
で
繋
ぎ
、
入
側
は
化
粧
屋
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五塔の配置と向き

屋
根
裏
、
四
天
柱
内
は
小
組
格
天
井
と
し
て
い
る
。
笠
覆
寺
塔
と
異
る
点
は
、

四
天
柱
間

に
繋
虹
梁
が
無
い
こ
と
、
四
天
柱
上
に
三
斗
を
組
ん
で
そ
れ
に
海
老

虹
梁
を
組
込
ん

で
い

る
こ
と
等
で
あ
る
。
上
重
に
つ
い
て
は
調
査
が
で
き
ず
、

明
ら
か
に
し
え
な
い
。

　
長
谷
寺
塔
の
下
重
内
部
は
、
四
天
柱
を
立
て
て
正
側
面
三
方
に
繋
虹
梁
を
入

れ
、
側
回
り
と
は
虹
梁
で
繋
ぎ
、
入
側
は
化
粧
屋
根
裏
と
し
、
四
天
柱
内
に
は

鏡
天
井
を

張

り
、
来
迎
壁
・
須
弥
壇
を
設
け
て
愛
染
明
王
を
祀
っ
て
い
る
。
本

尊
の
愛
染
明
王
に
は
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
の
銘
が
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
何

を

祀
っ
て
い
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
本
塔
も
笠
覆
寺
・
竜
泉

寺
両
塔

と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
禅
宗
様
の
手
法
も
認
め
ら
れ
る
。
愛
知

県
下
に
は
中
世
の
多
宝
塔
遺
構
が
七
基
あ
っ
て
、
性
海
寺
塔
（
室
町
時
代
）
・
知

立
神
社
塔

（
永
正
六
年
〈
一
五
〇
九
〉
）
・
大
樹
寺
塔
（
天
文
四
年
∧
一
五
三

五
V
）
・
万
徳
寺
塔
（
室
町
時
代
）
の
よ
う
に
ほ
ぼ
和
様
か
ら
な
る
塔
も
あ
る

の

に
、
近
世
の
遺
構
が
三
塔
と
も
禅
宗
様
色
の
濃
い
密
蔵
院
塔
の
系
統
を
引
く

こ
と
は
興
味
深
い
。

五
　
塔
の
配
置
と
向
き

　
お

し
ま
い
に
、
伽
藍
に
お
け
る
塔
の
配
置
と
向
き
に
つ
い
て
、
五
重
塔
・
三

重
塔
・
多
宝
塔
を
ま
と
め
て
み
て
み
よ
う
。
な
お
、
明
治
時
代
に
移
築
さ
れ
た

真
禅
院
・
貞
祥
寺
両
三
重
塔
の
現
状
に
つ
い
て
は
問
題
外
と
す
る
。
塔
の
配
置

で
最
も
多
い
の
は
、
南
面
す
る
本
堂
の
前
方
東
か
西
に
位
置
す
る
も
の
で
、
油

山
寺
・
横
蔵
寺
・
高
山
寺
・
真
楽
寺
・
国
分
寺
の
各
三
重
塔
と
長
谷
院
多
宝
塔

（
以
上
東
側
）
、
甚
目
寺
三
重
塔
と
笠
覆
寺
・
竜
泉
寺
両
多
宝
塔
（
以
上
西
側
）

が
こ

れ
に
相
当
す
る
。
さ
ら
に
、
光
前
寺
三
重
塔
も
寺
院
の
向
き
は
異
る
も
の

の
、
塔
の
配
置
関
係
は
同
じ
で
、
東
向
き
の
本
堂
の
手
前
南
側
に
あ
る
。
こ
の

配
置
は

中
世
以
降
、
宗
派
の
別
な
く
中
規
模
の
寺
院
に
広
く
見
ら
れ
る
も
の

で
、
古
代
の
大
寺
院
、
例
え
ば
教
王
護
国
寺
や
醍
醐
寺
を
簡
略
化
し
た
伽
藍
形

式

と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
中
部
地
方
に
お
け
る
中
世
塔
の
遺
構
で
も
三
明

寺
三
重
塔
、
性
海
寺
・
観
音
寺
両
多
宝
塔
な
ど
、
こ
の
配
置
の
も
の
は
多
い
。

　
塔
の
向
き
は
、
油
山
寺
・
高
山
寺
・
国
分
寺
・
甚
目
寺
・
笠
覆
寺
・
竜
泉

寺
・
光
前
寺
の
六
塔
が
本
堂
と
門
を
つ
な
ぐ
軸
線
を
向
い
て
い
る
の
に
対
し
、

横
蔵
寺
・
真
楽
寺
・
長
谷
院
の
三
塔
は
本
堂
と
同
じ
南
側
を
向
い
て
い
る
。
五

重
や

三
重
の
層
塔
は
も
と
も
と
外
部
の
四
面
が
同
じ
造
り
で
、
内
部
の
須
弥
壇

回

り
も
四
面
同
じ
で
あ
り
、
本
尊
も
奈
良
時
代
に
多
い
四
仏
や
釈
迦
八
相
像
で

は
四
方
を

向
い
て
い
て
、
正
面
を
特
定
す
る
要
素
は
な
い
。
し
か
し
、
平
安
時

代
に
な
っ
て
大
日
如
来
の
独
尊
や
五
仏
を
本
尊
と
し
て
祀
る
よ
う
に
な
る
と
、

塔
そ
の
も
の
の
造
り
は
同
じ
で
も
本
尊
の
向
き
に
よ
っ
て
正
面
は
お
の
ず
と
決

ま
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
、
平
安
時
代
末
に
な
っ
て
心
柱
が
初
重
天
井
上
に
立
つ

も
の
が
現
わ
れ
、
鎌
倉
時
代
末
以
降
来
迎
壁
が
設
け
ら
れ
た
り
、
来
迎
柱
だ
け
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近世仏塔の意匠と構造（三）

に

な
っ
た
り
す
る
と
、
内
部
で
は
明
確
に
正
面
性
が
示
さ
れ
る
。
中
部
地
方
の

中
世
遺
構
で
み
る
と
、
三
明
寺
三
重
塔
（
享
禄
四
年
く
一
五
三
一
V
）
が
そ
の

一
例
で

あ
る
。
さ
ら
に
降
っ
て
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
真
楽
寺
・
光
前
寺
・
国

分
寺
各
塔
の
よ
う
に
側
回
り
で
も
柱
間
装
置
を
変
え
て
正
面
性
を
も
つ
塔
が
現

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
一
方
、
多
宝
塔
で
は
、
内
部
の
来
迎
壁
や
来
迎
柱
に
加
え
て
外
部
の
柱
間
装

置
を

変
え
て
正
面
性
を
も
た
せ
る
こ
と
が
す
で
に
室
町
時
代
の
遺
構
に
み
ら
れ

る
。
中
部
地
方
で
は
知
立
神
社
多
宝
塔
（
永
正
六
年
〈
一
五
〇
九
〉
）
・
観
音

寺
多
宝
塔

（
天
文
五
年
く
一
五
三
六
V
）
が
そ
う
し
た
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

も
と
も
と
多
宝
塔
が
大
日
如
来
や
釈
迦
・
多
宝
二
仏
を
祀
っ
て
本
尊
の
向
き
を

特
定
さ
せ
る
仏
堂
的
要
素
を
も
っ
て
い
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
類
例
の
多
い
一
般
的
な
配
置
で
は
な
く
、
や
や
特
殊
な
配
置
を

と
る
も
の
も
あ
る
。
妙
成
寺
五
重
塔
は
南
面
し
て
並
び
建
つ
本
堂
・
祖
師
堂
の

前
方
西
側
に
あ
る
が
、
門
は
本
堂
の
前
方
東
側
に
あ
っ
て
、
こ
の
門
を
東
か
ら

入
っ

た
正
面
突

き
当
り
に
五
重
塔
が
あ
り
、
そ
の
手
前
を
北
へ
折
れ
曲
っ
て
本

堂
等
に
至

る
配
置
で
あ
る
。
塔
の
向
き
に
つ
い
て
は
、
内
部
須
弥
壇
回
り
、
側

回

り
柱
間
装
置
と
も
四
面
同
じ
で
、
正
面
を
特
定
す
る
要
素
は
な
い
が
、
本
尊

は
釈
迦
・
多
宝
二
仏
が
北
向
き
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
配
置
は
方
位
こ
そ
異

る
が
同
じ
日
蓮
宗
の
法
華
経
寺
（
千
葉
）
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
日
蓮
宗
の
本

山
級
寺
院
に
お
け
る
一
形
式
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
日
蓮
宗
の
本
山
級
寺
院
で

も
大
石
寺
は
少
し
違
っ
て
い
て
、
南
北
の
軸
線
上
に
御
影
堂
が
あ
り
、
御
影
堂

の

ほ
ぼ
真
東
に
あ
た
る
一
段
高
く
な
っ
た
木
立
の
中
に
、
五
重
塔
が
西
向
き
に

建
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
興
正
寺
は
江
戸
時
代
開
創
の
新
し
い
寺
院
で
あ
る
が
、
伽
藍
配
置
は

五
重
塔
と
本
堂
を
南
北
の
軸
線
上
に
並
べ
る
四
天
王
寺
式
に
近
い
形
式
を
と
っ

て

い

る
。
塔
の
向
き
に
っ
い
て
は
正
面
を
特
定
す
る
要
素
は
な
く
、
本
尊
も
四

方
仏
を
祀
っ
て
い
て
古
式
で
あ
る
。
な
お
、
五
重
塔
の
方
が
三
重
塔
や
多
宝
塔

よ
り
建
築
と
し
て
は
複
雑
な
形
式
で
格
が
上
で
あ
り
、
一
般
的
に
み
て
大
規
模

な
寺
院
に
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
那
谷
寺
は
や
や
複
雑
な
地
形
に
寺
地
を
占
め
て
い
て
、
寺
地
の
ほ
ぼ
中
央
に

あ
る
池
の
南
側
斜
面
に
本
堂
、
北
側
の
狭
い
台
地
に
三
重
塔
が
向
き
合
う
形
に

建
て
ら
れ
て
い
る
。
塔
は
四
面
同
じ
造
り
で
、
本
尊
阿
弥
陀
如
来
の
向
き
に
よ

っ

て

正
面
が
決

ま
る
。
日
石
寺
も
山
地
に
伽
藍
が
あ
り
、
西
向
き
に
建
つ
本
堂

（
不
動
堂
）
の
後
方
南
側
の
高
い
所
に
三
重
塔
が
建
っ
て
い
る
。
雑
作
が
未
完

成
で
あ
る
た
め
塔
の
造
り
に
よ
る
正
面
性
の
有
無
は
判
断
で
き
ず
、
本
尊
に
何

を

祀

る
計
画
で
あ
っ
た
の
か
も
明
ら
か
で
な
い
。

　
神
仏
習
合
の

形
を
と
っ
て
い
た
若
一
王
子
神
社
で
は
、
本
殿
・
拝
殿
と
拝
殿

東
側
の
観
音
堂
が
南
面
し
、
観
音
堂
の
前
方
に
三
重
塔
が
西
向
き
す
な
わ
ち
本

殿
の

軸
線
を

向
い
て
建
っ
て
い
る
。
塔
は
柱
間
装
置
に
も
正
面
性
が
み
ら
れ
る

こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
本
殿
・
拝
殿
と
塔
の
関
係
だ
け
か
ら
す
る
と
、
こ
の
配
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置
は
例
が
多
く
、
中
部
地
方
で
は
知
立
神
社
多
宝
塔
も
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

も
と
南
宮
神
社
に
あ
っ
た
真
禅
院
三
重
塔
は
、
古
図
に
よ
っ
て
旧
位
置
を
み
る

と
、
東
面
す
る
社
殿
の
一
郭
の
外
側
南
に
あ
っ
て
、
お
そ
ら
く
東
向
き
に
建
っ

て

い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
塔
の
後
方
南
側
に
東
照
宮
が
あ
る
の
で
、
塔
は
東

照
宮
に
属

し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
塔
は
外
部
の
造
り
が
四
面
同

じ
で
、
内
部
須
弥
壇
回
り
の
造
り
に
よ
っ
て
正
面
が
決
ま
る
。

　
　
る
。

（
1
1
）
　
軒
唐
破
風
を
付
け
た
塔
の
遺
構
と
し
て
は
、
福
島
県
の
安
洞
院
多
宝
搭
（
文
化

　
　
九
年
く
一
八
＝
一
∨
）
が
下
重
の
正
面
に
の
み
設
け
て
い
る
。

（
1
2
）
光
前
寺
三
重
塔
は
、
現
在
は
東
側
を
正
面
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
が
、
柱
間
装

　
　
置
か
ら
み
れ
ば
明
ら
か
に
北
側
が
正
面
に
あ
た
る
。

（
1
3
）
　
し
た
が
っ
て
、
密
蔵
院
多
宝
塔
の
場
合
は
上
重
の
軸
部
直
径
が
下
重
中
央
間
の

　
　
一
砲
倍
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
本
館
　
情
報
資
料
研
究
部
）

註

註（
1
）
　
「
近
世
仏
搭
の
意
匠
と
構
造
⇔
」
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
第
十
七

　
　
集
』
（
昭
和
六
十
三
年
三
月
）
所
収
。

（
2
）
　
『
身
延
鑑
』
（
『
古
事
類
苑
』
宗
教
部
四
所
収
）
に
よ
る
。

（
3
）
　
『
日
本
塔
総
鑑
』
（
中
西
享
）
に
よ
る
。

（
4
）
　
各
塔
の
建
立
年
代
は
表
一
及
び
参
考
資
料
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
竜

　
　
泉
寺
多
宝
塔
に
つ
い
て
は
、
　
『
愛
知
県
の
近
世
社
寺
建
築
』
等
で
慶
長
二
年
（
一

　
　
五
九
八
）
の
建
立
で
後
補
の
部
分
が
多
い
と
し
て
い
る
が
、
む
し
ろ
江
戸
時
代
中

　
　
期
の
建
立
と
み
た
方
が
よ
い
。

（
5
）
　
露
盤
の
北
面
に
「
尾
州
名
護
屋
住
、
大
工
藤
原
政
長
」
と
読
め
る
陽
刻
銘
が
あ

　
　
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
年
紀
等
が
あ
る
か
否
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

（
6
）
初
重
総
間
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
尺
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
。

（
7
）
横
蔵
寺
三
重
塔
に
つ
い
て
は
、
二
重
以
上
の
実
測
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
確

　
　
か
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。

（
8
）
　
こ
の
場
合
も
、
実
測
の
で
き
な
か
っ
た
横
蔵
寺
三
重
塔
は
考
慮
に
入
れ
な
い
。

（
9
）
　
現
在
西
面
の
桟
唐
戸
に
は
浮
彫
り
彫
刻
が
付
い
て
い
な
い
が
、
嵌
板
が
後
補
の

　
　
も
の
に
変
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
1
0
）
　
基
壇
上
に
高
欄
を
据
え
た
塔
は
、
中
世
の
絵
図
で
は
「
春
日
社
宮
曼
茶
羅
」
の

　
　
春
日
社
両
五
重
塔
、
　
「
笠
置
寺
曼
茶
羅
」
の
笠
置
寺
十
三
重
塔
な
ど
に
み
ら
れ
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表一1五重塔
中部地方の近世仏塔一覧

番

号

1

2

3

4

名　　称

妙成寺

大石寺

興正寺

善光寺
古　　図

所在地

石川県羽咋市

静岡県上宮市

上条

名古屋市昭和

区八事本町

長野市元善町

建立年代

元和4（1618）

〔棟札〕

寛延2（1749）

〔文書ユ

文化5（1808）

〔棟札〕

寛政8（1796）

工匠名

大工坂上越後

守嘉紹〔同左〕

大工江戸中野

市右門〔同左〕

番匠森甚六辰

清・勝野利助・

小河左吉

〔同左〕

立川冨棟

重

別

初

二

三

四

五

初

二

三

四

五

初

二

三

四

五

初
二
三
四
五

総間（S）

寸∋枝
16．00

14．50

13．00

11．50

10．00

21．09

19．38

17．67

15．96

14．25

12．99

11．775

10．56

9．75

8．94

26．10

23．85

21．56

19．34

17．09

2
9
6
3
0

3
2
2
2
2

37

34

31

28

（25）

2
9
6
4
2

3
2
2
2
2

（35）

（32）

（29）

（26）

（23）

中　　央　　間

寸法枝1蟻
6．00

5．50

5．00

4．50

4．00

7．41

6．84

6．27

5．70

5．13

4．87

4．465

4．06

3．25

3．25

9．70

8．95

8．18

7．44

6．69

2
1
0
9
8

1
⊥
1
1

13

12

11

10

（9）

2
1
0
8
6

1
1
1
1
（13）

（12）

（11）

（10）

（9）

05

〃

〃

〃

〃

0

750

〃

〃

〃

〃

5040

〃

〃

〃

〃

脇　　の　　間

寸∋枝鴎
5．00

4．50

4．00

3．50

3．00

6．84

6．27

5．70

5．13

4．56

4．06

3．655

3．25

3．25

2．845

8．20

7．45

6．69

5．95

5．20

0
9
8
7
6

1

12

11

10

　9

（8）

0
9
8
8
7

1

（11）

（10）

（9）

（8）

（7）

05

〃

〃

〃

〃

0

750

〃

〃

〃

〃

0．405

〃

〃

〃

〃

逓 減

寸法1率

1．50

〃

〃

〃

1．71

〃

〃

〃

1．215

〃

0．81

〃

2．25

2．29

2．22

2．25

1．0

0．625

1．0

0．675

1．0

0．69

1．0

0．655

軸部高

9．75

10．00

巴
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表一2　三重塔

番

号

1

2

3

4

5

名　　称

日石寺

那谷寺

高山寺

若一王子

神　　社

真楽寺

所　在　地

富山県中新川

郡上市町大岩

石川県小松市

那谷町

長野県上水内

郡小川村高山

寺

長野県大町市

大町王子裏

長野県北佐久

郡御代田町塩

野

建立年代

弘化2（1845）

〔記録〕

寛永19（1642）

〔露盤刻銘〕

元禄11（1698）

〔棟札〕

宝永8（1711）

〔棟札〕

寛延2（1749）

頃〔文書〕

工　匠　名

大工富山河原
町中村清助
　　　〔同左〕

治工当国釜屋

宮崎彦九郎藤

原朝臣吉綱

兵
久
秀
大
田
尉

孫
大
門
師
高
衛

本

、
衛
物
、
兵
次

松
預
左
鋳
後
左
宅

匠
秀
勘
、
越
肥
原

工
衛
保
與
工
土
藤

原
梁
鋳
本
上
原

金
棟

、
松
、
藤

町
墨
助
国
次
枝

大

、
作
当
吉
松

梁
七
原
師
野
国
成

棟
又
金
物
小
野
正

重

別

初

初

初

総　間（S）

寸司枝

14．40

13．50

12．60

9．67

5．018

4．439

11．09

8．97

6。87

初［

　　13．775

初

（32）

（30）

（28）

（50）

（26）

（23）

32

26

20

32

12．485’　29

11．195

12．48

10．92

8．97

26

32

28

（23）

中 央 間

寸法已諜
5．40

4．50

4．50

5．79

1．93

1．737

4．16

3．45

2．75

5．165

4．735

4．305

4．68

3．90

3．51

（12）

（10）

（10）

（30）

（10）

（9）

12

10

8

12

11

10

12

10

（9）

0．45

〃

〃

0．193

〃

〃

0．346

0。345

0．344

0．431

〃

〃

0、39

〃

〃

脇　　の　　間

寸∋枝ぽ
4．50

4．50

4．05

1．94

1．544

1．351

3．465

2．76

2．06

4．305

3．875

3．445

3．90

3．51

3．73

（10）

（10）

（9）

（10）

（8）

（7）

10

8

6

10

9

8

10

9

（7）

0．45

〃

〃

0、194

0、193

〃

0．346

0．345

0．344

0．431

〃

〃

0．39

〃

〃

逓 減

寸∋率

0．90

0．90

4．652

0．579

2．12

2．10

1．29

〃

1．56

1．95

1．0

0．875

1．0

0．459

1．0

0．62

1．0

0．81

1．0

0．72

軸部高

　9．125
（0．63S1）

　3．47

3．37

　6．17
（0．64S1）

　1．51

1．51

　8．00
（0．72S1）

　3．525

2．945

　7、79
（0．57S1）

　2．86

2．70

　7．725
（0．62S　1）

　3。04

2．505 仁



（川
）
鰻
鍵
司
園
．
艇
Q
終
S
封

番

号

6

7

8

9

10

名　　称

光前寺

貞祥寺

真禅院
（旧南宮
神社）

横蔵寺

国分寺

所　在　地

長野県駒ガ根

市赤穂

長野県佐久市

前山

岐阜県不破郡

垂井町

岐阜県揖斐郡

谷汲村上神原

岐阜県高山市

総和町

建立年代

文化5（1808）

〔棟札〕

嘉永2（1849）

〔露盤刻銘〕

明治3（1870）

　　　　移築

寛永20（1643）

〔造営文書〕

寛文3（1663）

〔文書〕

文政3（1820）

〔r飛騨史要』〕

工　匠　名

大工棟梁当国
上諏訪立川和
四郎
　　　〔同左〕

棟梁野沢小林
市太郎、立川
賢之助、高見
沢賢蔵
　　　〔記録〕

大工江州坂田
郡顔戸村羽渕
新助家次
　　　〔同左〕

大工棟梁水間
相模
鋳物師越中住
金森与八郎藤
原正治
〔擬宝珠刻銘〕

重

別

初

初

初

初

初

総　間（S）

寸法「枝

10．88

9．60

8．32

8．965

7．91

6．86

14．50

13．05

11．116

12．00

14．285

12．245

10．20

34

30

（26）

34

30

（26）

30

27

23

32

29

26

28

24

20

中　　央　　間

寸法1枝畷
4．48

3．84

3．20

4．225

3．17

2．64

5．80

5．316

4．35

4．50

6．125

5．105

4．08

14

12

（10）

16

12

（10）

12

11

9

12

11

10

12

10

8

0．32

〃

〃

0．264

〃

〃

0．483

〃

〃

0．375

0．51

〃

〃

脇　　の　　間

寸∋枝1罐
3．20

2．88

2．56

2．37

2．37

2．11

4．35

3．867

3．383

3．75

4．08

3．57

3．06

10

9

（8）

9

9

（8）

9

8

7

10

9

8

8

7

6

0．32

〃

〃

0．263

〃

〃

0．483

〃

〃

0．375

0．51

〃

〃

逓 減

寸法　　率

1．28

〃

1．055

1．05

1．45

1．934

2．04

2．045

1．0

0．765

1．0

0．765

1．0

0．77

1．0

0．71

軸部高

　6．43
（0．59S　1）

　2．965

2．71

　6．335
（0．71S1）

　2．68

2．545

　9．34
（0．645S1）

　3．44

3．84

　8．945
（0．745S1）

　8．81
（0．62S　1）

　3．405

2，835

o
o
一



11

12

油山寺

甚目寺

静岡県袋井市

村松

愛知県海部郡

甚目寺町甚目

寺

慶長16（1611）

〔伏鉢刻銘〕

寛永4（1627）

〔柱盤刻銘〕

鋳物師大工山
城国愛宕郡三
条釜之座早川
長兵衛藤原光
政
　　　〔同左〕

初

初

12．00

10．14

8．40

15．028

13．294

11．56

30

26

（21）

26

23

20

4．80

3．90

3．00

5．78

5．202

4．624

12

10

10

9

8

0．40

0．39

0．578

〃

〃

3．60

3．12

2．70

4．624

4．046

3．468

9

8

8

7

6

0．40

0．39

0．578

〃

〃

1．86

1．74

1．734

〃

1．0

0．70

1．0

0．77

　7．85
（0．65S1）

　3．08

3．19

　9．73
（0．65SI）

　4．08

4．04

表一3　多宝塔

i
愈
く
↑
封
阜
Q

番

号

1

2

3

名　　称

笠覆寺

長谷院

竜泉寺

所　在　地

愛知県名古屋
市南区笠寺上
新町

愛知県西春日
井郡新川町西
堀江

愛知県名古屋
市守山区吉根
松洞

建立年代

正保
〔記録〕

江戸時代中期

江戸時代中期

工　匠　名

大工藤原政長
〔露盤刻銘〕

下 重　　柱 間

総剛中⇒脇の畔樹法

15．97

44枝

10．015

（30枝）

16．06

44枝

5．81

16枝

4．005

（12枝）

5．84

16枝

5．08

14枝

3．005

（9枝）

5．11

14枝

0．363

吹　寄

垂木

0．365

上重径

8．2

（0．51S）

下重軸
部　高

9．155

（0．57S）

6．17

（0．62S）

9．18

（0．57S）

下 重

∋組凶軒

円

円

円

出　組

大斗肘木

出　組

二　軒

平　行

一　軒

吹　寄

二　軒

平　行

上 重

組司軒

四手先

四手先

（特異）

四手先

二　軒

扇

一　軒

扇

二　軒

扇

4
⊥
2
（
O

註 寸法は尺を単位とする。

枝数の（　）は扇垂木の場合を示す。

表一2のうち、2・8・11は重要文化財修理工事報告書、12は文化庁所蔵図面1こよった。
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近世仏塔の意匠と構造（三）

資一〔棟
札
〕 　

料

妙
成
寺
五
重
塔

（表
）

文
化
庁

「
指
定
説
明
」
に
よ
る
。

帝
範
云
良
匠
無
奔
材
明
君
無
奔
　
士
　
斯
言
誠
哉
其
曲
者
中
鈎
其
直
者
　
鷹
縄

為
其
梁
柱
者
為
之
梁
柱
為
其
埆
穣
者
為
之
埆
穣
則
経
螢
速
成
功
　
髪
予
相
看
洛

陽
建
仁
寺
之
内
匠
頭
　
坂
上
越
後
守
嘉
任
人
相
董
和
漢
工
匠
　
之
道
則
受
印
可

一
章
其
言
云
不
残
意
　
底
令
口
傳
畢
今
建
這
塔
廟
影
彼
秘
博
　
快
気
最
深
依
之

從
初
一
斧
至
供
養
終
二
　
毎
日
請
久
遠
要
偏
以
擬
祈
願
丹
誠
請
永
　
々
支
捉
相

績
而
一
見
一
礼
輩
達
成
來
縁
耳
至
覗
ξ
ぐ
　
　
越
前
北
庄
住
坂
上
越
後
守

元
和
萬
ξ
著
雍
敦
鮮
暦
仲
夏
良
辰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
紹
（
花
押
）

二
　
興
正
寺
五
重
塔

〔棟
札
〕

（表
）

文
化
第
五
戊
辰
年

　
　
　
　
　
　
　

勝
野
　
利
助

五
層
塔
番
匠
森
甚
六
辰
清
　
森
門
人

　
　
　
　
　
　
　
小
河
　
佐
吉

三
月
摩
詞
師
利
日

（
裏
）
な
し

森
河

園
吉

古
田
源
四
良

木
下

甚
吉

小
鞠

伊
助

吉
田
善
兵
衛

武

内
與
　
吉

稲

垣

利
左
衛
門

伊

藤

與
吉

櫻
井
文
右
衛
門

山
田
甚
左
衛
門

小
　
河
惣
　
七

（
裏
）
な
し

同
行
杉
之
町

　

萬
屋
助
重
良

同
　
鍋
屋
町

　

木

瓜

屋

木
七

同
　
小
牧
町

　

北
山

屋
市
左
衛
門

同
飯
田
町

　

材
木
屋
八
右
衛
門

20



三
　

日
石
寺
三
重
塔

『
大
岩
山
沿
革
記
』
（
第
十
四
世
一
覚
和
尚
編
）

第
十
二
世
覚
待
和
尚
（
安
政
五
年
十
一
月
五
日
入
寂
）

山

門
及
三
重
塔
建
立

四

酬
那
谷
寺
三
重
塔

〔露
盤
銘
〕
『
修
理
工
事
報
告
書
』
に
ょ
る
。

奉
創
建
那
谷
寺
宝
塔
一
宇
者
為
容
河
沙
菩
薩
之
揺
座
救
一
切
繋
縁
之
群
崩
也
椅
頼
斯
誠
心

幕
府
千
秋
新
君
萬
年
及
自
臣
至
子
孫
雲
価
武
徳
長
遠
家
運
繁
栄
各
保
康
寧
踏
寿
域
永
蒙
安

天
保
十
四

ヲ
以
テ
塔
ノ
石
突
始
メ
、
夫
ヨ
リ
三
ケ
年
ヲ
一

一
重
宛
建
テ
上
ケ
タ
リ
ト
云
ウ
、
富
山
河
原
町
ノ
中
村
清
助
ナ
リ

冨
尊
顕
之
冥
助
　

寛
永
十
九
壬
午
歳
九
月
吉
日

大
檀
越
従
三
位
黄
門
兼
肥
前
守
加
越
能
前
大
牧
源
朝
臣

利
　
常
敬
　
白

冶
工
当
国
釜
屋
宮
崎
彦
九
郎
藤
原
朝
臣
吉
綱

五
　
高
山
寺
三
重
塔

〔棟
札
〕
　
『
修
理
工
事
報
告
書
』
に
よ
る
。

（
表
）
バ
ン

一
切

日
皆
善
　
一
切
宿
皆
賢
願
主
　
阜
衣
木
食
故
信
　
　
檀
那
松
下
市
郎
兵
衛

諸
佛
皆
威
徳
　
羅
漢
皆
断
漏
　
導
師
　
専
照
寺
法
印
知
榮
　
十
方
諸
檀
越

以
斯
誠
實
言
　
願
我
常
吉
祥
　
別
當
　
高
山
寺
法
印
秀
榮
　
檀
那
　
和
田
　
九
之
丞

工
匠
松
本
孫
兵
衛
秀
預

大
久
保
勘
左
衛
門
秀
與

料資

（裏
）

　
　
　
　

寳
珠
在
レ
窟
不
レ
螢
則
無
二
雨
實
之
功
一
智
鏡
虞
レ
心
無
レ
縁
則
閲
二
利
物
之
力
一
是
故
能
隣
γ
石
長
時
積
一
六
度
行
一
耗
レ
芥
永
歳
苗
二
萬
行
之
因
一
覚
山
妙
果
不
レ
可
レ
不
レ
仰
徳
海
善
因
不
レ
可
レ
不
γ
修
皇

山
川
険
谷
中
哉
唐
哉
故
源
右
大
將
公
傳
二
聞
夷
一
東
夷
伐
二
西
戎
一
薔
々
乎
止
二
民
於
泰
山
之
安
一
其
償
遊
二
紺
園
之
日
感
二
地
霊
〔
爲
レ
祈
二
寳
柞
長
遠
天
長
地
久
一
修
二
三
級
法
界
塔
一
能
事
畢
来
蓋
四
百
有
余
年
　
歳
月
倍

　
　
　
　

深
而
梁
棟
頽
敗
丹
砂
荒
涼
顛
倒
將
無
レ
日
　
　
伏
以
惟
秀
栄
閣
梨
髄
禦
二
浮
華
之
世
心
一
清
一
濁
濫
之
時
一
智
嶽
二
波
瀾
口
吻
黄
巷
括
二
嚢
心
藏
　
可
〃
謂
勤
〆
述
徐
任
二
高
山
摩
々
帝
一
有
レ
年
　
弦
修
補
當

迦
陵
頻
伽
聲

　
　
　
　

其
仁
一
旦
吾
〃
師
補
二
奮
制
一
師
快
然
諾
　
謹
以
往
元
緑
七
年
併
二
力
於
単
衣
木
食
故
信
一
以
馳
二
駆
東
西
一
経
二
螢
日
夕
蹄
二
一
粒
一
銭
乎
法
界
塔
一
無
レ
不
γ
蹄
レ
化
　
則
四
表
行
溢
八
流
一
自
レ
北
自
レ
南
材
糧
雲
集

命
命
等
諸
鳥

　
　
　
　

霧
列
樺
櫨
件
儒
根
閑
居
喫
會
二
得
其
美
一
結
構
五
年
而
成
　
且
造
二
大
日
尊
一
躯
弥
陀
稗
迦
尊
各
一
魑
安
二
置
其
中
一
迦
レ
之
延
二
堀
斗
薮
四
十
ロ
一
荘
二
厳
爾
界
梵
莚
一
供
二
娘
曼
茶
諸
尊
一
鏡
則
龍

　
　
　
　

象
蓬
進
梵
鐘
蓼
亮
寺
前
松
杉
示
二
常
恒
不
変
之
真
相
一
山
頭
之
紅
楓
増
二
随
梁
変
化
之
妙
色
一
玉
瞳
噛
々
寳
輪
鐸
々
答
二
此
白
業
洗
二
四
恩
一
及
二
五
類
一
十
方
檀
越
斉

悉
聞
其
音
聲

　
　
　
　

遊
γ
常
住
之
賓
利
一
　
］
百
元
緑
第
十
一
裡
次
戊
寅
孟
冬
初
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
弟
舜
詔
γ
謹
書
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近世仏塔の意匠と構造（三）

六
　
若
一
王
子
神
社
三
重
塔

〔相
輪
銘
〕

　
　
　
黍
六
年
己
丑
今
月
盲
信
列
誓
蔀
仁
科
大
町
鋳
物
師
蟷
懸
難
住
麟
醸
作

〔風
鐸
銘
〕

　
　
　

信
州
安
曇
郡
　
仁
科
大
町
王
子
　
三
重
塔
用
　
宝
永
八
辛
夘
　
二
月
吉
祥
日

〔棟
札
写
〕
　
大
町
市
「
栗
林
士
郎
氏
文
書
」
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勧
主
帰
命
山
弾
誓
寺
六
世
定
誉
故
信
法
阿

封

聖
主
天
中
天

迦
陵
頻
迦
聲

大
檀
那
大
梵
天
王

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

弥

陀

如
来

△
大

日
如
来
阿
閲
如
来
宝
生
如
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

釈

迦

如

来
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近世仏塔の意匠と構造（三）
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近世仏塔の意匠と構造（三）
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近世仏塔の意匠と構造（三）
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Designs　and　Structures　of　Japanese　Pagodas

　　　　in　the　Early　Modem　Times（III）

HAMAsHIMA　Masaji

　　This　is　the　third　edition　for　the　research　and　study　on　the　designs　and

structures　of　pagodas　built　du血g　the　Momoyama　and　Edo　periods．　In　this

edition，　the　structural　remains　in　the　central　district　of　Japan　are　discussed．

Following　are　the　contents：

1．　The　date　of　construction　and　carpenters　participated　in　the　construction

　　　　works，　etc．

2．　The　size　of　the　site，　etc．

3．　The　style　at　the　detailed　parts　and　the　methods

4．　Co6guration　of　interior　and　structure　of　setting　up

5．　Arrangement　of　pagodas　in　temples

　　Among　those，　sections　1～4　are　discussed　l）y　classifying　into　丘ve．storied

pagodas，　three・storied　pagodas　and　Tahoutou　pagodas．　Section　5　is　discussed

the丘ve・storied　pagodas，　three．storied　pagodas　and　Tahoutou　pagodas　combined

together．
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